





















下 B- Ⅱ）再建術後または，R-Y 再建術後に併
発し，十二指腸側の腸管の拡張により腹痛や嘔
吐などの症状が見られる病態である．その頻度
は胃切除後 B- Ⅱ法再建例の 1.0%，胃全摘術後
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て大腸用拡張バルーンを用いて 15-18mm で 60
秒，計 2 回拡張術を行った．引き続き狭窄部に
金属ステント（センチュリーメディカル社製，













断 し た． 外 来 で Tegafur/Gimeracil/Oteracil
（S-1）単独療法を開始したが，投与後１週で全
身 性 の 皮 疹 が 出 現 し た た め Gemcitabine
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